
別紙３(①)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会　　

（単位：円）

当期支出額 利息補助金収入 種類 地番または内容 帳簿価額

2,316,600
( 2,138,400 )

6,100,000
( 1,632,000 )

0
( )

0
( )

0
( )

8,416,600
( 3,770,400 )

2,298,000
( 720,000 )

0
( )

0
( )

0
( )

0
( )

2,298,000
( 720,000 )

10,714,600
( 4,490,400 )

（注）役員等からの長期借入金、短期借入金がある場合は、区分を新設するものとする。

借入金明細書
（自）　令和    4年    ４月    １日　　（至）　令和    5年    ３月    ３１日

区
分

借入先 拠点区分
期首残高

①
当期借入金

②
当期償還額

③

差引期末残高
④＝①＋②－③

（うち１年以内償還予定額）
元金償還補助金

利率
％

支払利息
返済期限 使途

担保資産

設
備
資
金
借
入
金

岩手銀行
都南支店

希望の里 6,593,400 2,138,400 1.00% 32,901 5年 交換機一式及び
ナースコール一式

岩手銀行
都南支店

希望の里 8,140,000 1,632,000 1.40% 95,636 5年
正面玄関壁修理及

びタイル工事

計 14,733,400 0 3,770,400 0 128,537 0 0

長
期
運
営
資
金
借
入
金

岩手銀行
都南支店

希望の里 3,558,000 720,000 1.40% 36,700 5年
リフト付きマ
イクロバス

計 3,558,000 0 720,000 0 36,700 0 0

短
期
運
営
資
金
借
入
金

0

0

0

0

0

計 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 18,291,400 0 4,490,400 0 0165,237 0

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(①)



別紙３(②)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会　　　

（単位：円）

希望の里

1 0

0

0

0

1 0 0 0 0 0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0

（注）１．寄附者の属性の内容は、法人の役職員、利用者本人、利用者の家族、取引業者、その他とする。

　　　２．「寄附金額」欄には、寄附物品を含めるものとする。「区分欄」には、経常経費寄附金収益の場合は「経常」、長期運営資金借入金

　　　　元金償還寄附金収益の場合は「運営」、施設整備等寄附金収益の場合は「施設」、設備資金借入金元金償還寄附金収益の場合は「償還」、

　　　　固定資産受贈額の場合は「固定」と、寄附金の種類がわかるように記入すること。

　　　３．「寄附金額」の「区分小計」欄は事業活動計算書の勘定科目の金額と一致するものとする。また、「寄附金額の拠点区分ごとの内訳」の

　　　　「区分小計」欄は、拠点区分事業活動計算書の勘定科目の金額と原則として一致するものとする。

合計

区分小計

寄附金収益明細書

（自）　令和    4年    ４月    １日　　（至）　令和    5年    ３月    ３１日

区分小計

経
常

寄附金額の拠点区分ごとの内訳
寄附者の属性 区分 件数 寄附金額 うち基本金組入額

区分小計

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(②)



別紙３(③)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会　

（単位：円）

希望の里

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

（注）１．「区分」欄には、介護保険事業の補助金事業収益の場合は「介護事業」、老人福祉事業の補助金事業収益の場合は「老人事業」、児童福祉事業の補助金事業収益の場合は「児童事業」、

　　　　　保育事業の補助金事業収益の場合は「保育事業」、障害福祉サービス等事業の補助金事業収益の場合は「障害事業」、生活保護事業の補助金事業収益の場合は「生活保護事業」、

　　　　　医療事業の補助金事業収益の場合は「医療事業」、○○事業の補助金事業収益の場合は「○○事業」、借入金利息補助金収益の場合は「利息」、施設整備等補助金収益の場合は「施設」、

　　　　　設備資金借入金元金償還補助金収益の場合は「償還」と補助金の種類がわかるように記入すること。

　　　　　なお、運用上の留意事項（課長通知）別添３「勘定科目説明」において「利用者からの収益も含む」と記載されている場合のみ「補助金事業に係る利用者からの収益」欄を記入するものとする。

　　　２．「交付金額等合計」の「区分小計」欄は事業活動計算書の勘定科目の金額と一致するものとする。

　　　　　また、「交付金額等合計の拠点区分ごとの内訳」の「区分小計」欄は、拠点区分事業活動計算書の勘定科目の金額と一致するものとする。

補助金事業等収益明細書

（自）　令和   4年   ４月    １日　　（至）　令和    5年    ３月    ３１日

交付団体及び交付の目的 区分 交付金額
うち国庫補助金等
特別積立金積立額

交付金額等合計の拠点区分ごとの内訳

合計

交付金額等合計
補助金事業に係る
利用者からの収益

介
護
事
業

区分小計

区分小計

区分小計

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(③)



別紙３(⑥)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会　　

（単位：円）

希望の里

93,000,000 93,000,000 0 0

第一号基本金 93,000,000 93,000,000

第二号基本金 0

第三号基本金 0

当期組入額

0

0

計 0 0 0 0

当期取崩額

0

0

計 0 0 0 0

当期組入額

0

0

計 0 0 0 0

当期取崩額

0

0

計 0 0 0 0

当期組入額

0

0

計 0 0 0 0

当期取崩額

0

0

計 0 0 0 0

93,000,000 93,000,000 0 0

第一号基本金 93,000,000 93,000,000 0 0

第二号基本金 0 0 0 0

第三号基本金 0 0 0 0

（注）１．「区分並びに組入れ及び取崩しの事由」の欄に該当する事項がない場合には、記載を省略

　　　　する。

　　　２．①第一号基本金とは、本文11（１）に規定する基本金をいう。

　　　　　②第二号基本金とは、本文11（２）に規定する基本金をいう。

　　　　　③第三号基本金とは、本文11（３）に規定する基本金をいう。

　　　３．従前からの特例により第一号基本金・第二号基本金の内訳を示していない法人では、

　　　　合計額のみを記載するものとする。

第
一
号
基
本
金

第
二
号
基
本
金

第
三
号
基
本
金

当期末残高

基本金明細書

（自）　令和    4年    ４月    １日　　（至）　令和    5年   ３月   ３１日

合計
各拠点区分ごとの内訳区分並びに組入れ及び

取崩しの事由

前年度末残高

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(⑥)



別紙３(⑦)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会

（単位：円）

各拠点区分の内訳

340,789,827 340,789,827

0 0 0 0 0

サービス活動費用の控除項目として 
計上する取崩額

15,390,609 15,360,609

特別費用の控除項目として 
計上する取崩額

0 0

当 期 取 崩 額 合 計 15,390,609 15,390,609

325,399,218 325,429,218

(注)１．サービス活動費用の控除項目として計上する取崩額には、国庫補助金等特別積立金の対象となった固定資産の減価償却相当額等の取崩額を

　　　　記入し、特別費用の控除項目として計上する取崩額には、国庫補助金等特別積立金の対象となった固定資産が売却または廃棄された場合の

　　　　取崩額を記入する（本文９参照）。

　　２．国庫補助金等特別積立金取崩額が、就労支援事業の控除項目に含まれ、法人単位事業活動計算書に表示されない額がある場合には、取崩の

　　　　事由に別掲して計上し、法人単位貸借対照表と一致するように作成すること。

国庫補助金等特別積立金明細書

（自） 令和4年４月１日  （至） 令和 5年 ３月３１日

区分並びに積立て 
及び取崩しの事由

補助金の種類

合計
国庫補助金

地方公共団体 
補助金

その他の団体 
からの補助金

希望の里

当 期 末 残 高

前 期 繰 越 額

当 期 積 立 額 合 計

当
期
取
崩
額

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙3(⑦)



別紙３(⑧)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会

拠点区分　　　希望の里

（単位：円）

413,979,874 340,780,827 0 18,712,840 15,390,609 0 0 395,267,034 325,390,218 419,061,936 332,319,268 814,328,970 657,709,486

138,959,571 0 0 0 0 0 0 0 138,959,571 0 0 0 138,959,571 0

552,939,445 340,780,827 0 0 18,712,840 15,390,609 0 0 534,226,605 325,390,218 419,061,936 332,319,268 953,288,541 657,709,486

406,137 0 0 0 405,402 0 0 0 735 0 6,824,265 0 6,825,000 0

48,470 0 0 0 14,496 0 0 0 33,974 0 275,776 0 309,750 0

2,516,228 0 0 2,206,538 0 0 0 309,690 0 13,251,924 0 13,561,614 0

17,499,476 0 4,015,000 0 3,836,045 0 5 0 17,678,426 0 77,480,751 12,390,658 95,159,177 12,390,658

1,301,616 0 0 0 679,104 0 0 0 622,512 0 13,612,752 0 14,235,264 0

21,771,927 0 4,015,000 0 7,141,585 0 5 0 18,645,337 0 111,445,468 12,390,658 130,090,805 12,390,658

382,200 0 0 0 0 0 0 0 382,200 0 0 0 382,200 0

382,200 0 0 0 0 0 0 0 382,200 0 0 0 382,200 0

22,154,127 0 4,015,000 0 7,141,585 0 5 0 19,027,537 0 111,445,468 12,390,658 130,473,005 12,390,658

575,093,572 340,780,827 4,015,000 0 25,854,425 15,390,609 5 0 553,254,142 325,390,218 530,507,404 344,709,926 1,083,761,546 670,100,144

0 0 0 0 0

575,093,572 340,780,827 4,015,000 0 25,854,425 15,390,609 5 0 553,254,142 325,390,218

（注）１．「うち国庫補助金等の額」については、設備資金元金償還補助金がある場合には、償還補助総額を記載した上で、国庫補助金取崩計算を行うものとする。

　　　　　ただし、「将来入金予定の償還補助金の額」欄では、「期首帳簿価額」の「うち国庫補助金等の額」はマイナス表示し、実際に補助金を受けた場合に「当期増加額」の

　　　　「うち国庫補助金等の額」をプラス表示することにより、「差引」欄の「期末帳簿価額」の「うち国庫補助金等の額」が貸借対照表上の国庫補助金等特別積立金残高と

　　　　一致することが確認できる。

　　　２．「当期増加額」には減価償却控除前の増加額、「当期減少額」には当期減価償却額を控除した減少額を記載する。

その他の固定資産（有形固定資産）

　建物

うち国庫補
助金等の額

　電話加入権

その他の固定資産（無形固定資産）計

うち国庫補
助金等の額

うち国庫補
助金等の額

将来入金予定の償還補助金の額

差　　　　　引

　構築物

　車両及び運搬具

　器具及び備品

　有形リース資産

その他の固定資産（有形固定資産）計

その他の固定資産（無形固定資産）

その他の固定資産計

基本財産及びその他の固定資産計

基本財産及びその他の固定資産（有形・無形固定資産）の明細書

（自） 令和4年４月１日  （至） 令和 5年 ３月３１日

資産の種類及び名称

期首帳簿価額（Ａ） 当期増加額（Ｂ） 当期減価償却額（Ｃ） 当期減少額（Ｄ）
期末帳簿価額 
（Ｅ＝Ａ＋Ｂ－Ｃ－Ｄ）

減価償却累計額（Ｆ）
期末取得原価（Ｇ＝Ｅ＋
Ｆ）

摘要

うち国庫補
助金等の額

基本財産（有形固定資産）

　建物

　土地

基本財産合計

うち国庫補
助金等の額

うち国庫補
助金等の額

うち国庫補
助金等の額

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙3(⑧)



別紙３(⑨)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会　

拠点区分　希望の里　　

（単位：円）

目的使用

5,617,000

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

5,617,000 0

( 0 ) ( 0 )

（注）

１．引当金明細書には、引当金の種類ごとに、期首残高、当期増加額、当期減少額及び期末残高の明細を記載する。

２．目的使用以外の要因による減少額については、その内容及び金額を注記する。

３．都道府県共済会または法人独自の退職給付制度において、職員の転職または拠点間の異動により、

　退職給付の支払を伴わない退職給付引当金の増加または減少が発生した場合は、当期増加額又は

　当期減少額（その他）の欄に括弧書きでその金額を内数として記載するものとする。

引当金明細書

（自）　令和    4年    ４月    １日　　（至）　令和    5年   ３月    ３１日

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高 摘要
その他

賞与引当金 5,375,000 5,375,000 5,617,000

0

0

計 5,375,000 5,375,000 5,617,000

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(⑨)



別紙３(⑫)

社会福祉法人名　社会福祉法人　希望会　

拠点区分　希望の里　

（単位：円）

区分 前期末残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　要

建物建設積立金 9,200,000 1,200,000 900,000 9,500,000

車両購入積立金 1,200,000 1,200,000

器具及び備品購入積立金 8,700,250 2,600,000 6,100,250

修繕積立金 660,000 1,080,000 1,440,000 300,000

0

計 19,760,250 2,280,000 4,940,000 17,100,250

（単位：円）

区分 前期末残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　要

建物建設積立資産 9,200,000 1,200,000 900,000 9,500,000

車両購入積立資産 1,200,000 1,200,000

器具及び備品購入積立資産 8,700,250 2,600,000 6,100,250

修繕積立資産 660,000 1,080,000 1,440,000 300,000

0

計 19,760,250 2,280,000 4,940,000 17,100,250

（注）

１．積立金を計上せずに積立資産を積み立てる場合には、摘要欄にその理由を明記すること。

２．退職給付引当金に対応して退職給付引当資産を積み立てる場合及び長期預り金に対応して長期

　預り金積立資産を積み立てる場合には摘要欄にその旨を明記すること。

積立金・積立資産明細書

（自）　令和    4年    ４月    １日　　（至）　令和   5年    ３月    ３１日

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(⑫)



別紙３(⑬)

社会福祉法人名  社会福祉法人　希望会　　　　

拠点区分　希望の里　　　

（単位：円）

繰入元 繰入先

希望の里短期入所センター 本部 介護保険 2,780,000

本部 特別養護老人ホーム希望の里 介護保険 720,000

希望の里短期入所センター 希望の里デイサービスセンター 介護保険 4,500,000

特別養護老人ホーム希望の里 希望の里デイサービスセンター 介護保険 1,775,810

希望の里短期入所センター 希望の里在宅介護支援センター 介護保険 4,900,000

特別養護老人ホーム希望の里 希望の里在宅介護支援センター 介護保険 737,542

特別養護老人ホーム希望の里 希望の里短期入所センター 介護保険 511,324

希望の里短期入所センター 希望の里介護支援センター 介護保険 300,000

特別養護老人ホーム希望の里 希望の里介護支援センター 介護保険 413,215

16,637,891

（注）拠点区分資金収支明細書（別紙３（⑩））を作成した拠点においては、本明細書を作成のこと。

　　　繰入金の財源には、措置費収入、保育所運営費収入、前期末支払資金残高等の別を記入すること。

サービス区分間繰入金明細書

（自）　令和   4年    ４月    １日　　（至）　令和    5年    ３月    ３１日

サービス区分名
繰入金の財源（注） 金額 使用目的等

社会福祉法人希望会 附属明細書【令和4年度分】 別紙３(⑬)
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